









  是永駿の仕事を中心に （その一・北島の詩） ──




















































ent is the passw
ord of the base.
堕落は堕落した者たちの合言葉
N
obility the epitaph of the noble.
高潔さは高潔な者 ちの墓碑銘
See how
 the gilded sky is covered
黄金に塗られた空が覆われていく様をごらん
W
ith the drifting tw
isted shadow
s of the dead.
漂いゆく、死者たちのよじれた影で
　フィンケル訳‥





an bears his honor like an epitaph.
誠実な人 墓碑銘のように名誉を抱く















つは、特定の言語文学や作品の研究者とは違って原語を分からない読者の立場に立って翻訳作品を鑑賞することであり、もう一つは、翻訳作品は翻訳 ど 変容を経て、自国と異な 姿を表すので、世界文学に組み入れられた作品は原 の文脈と異なる文脈で解読すべきであることである。
　ところで、原文の分かる人の立場から発言 れば、ダムロッシュがマクドゥーガル訳に見られる言葉遊びは北島の原
文にあるものを伝えようと ぎこちない英語に訳したと判断したようだが それは誤解 ある。
“D
ebasem
ent is the 
passw


























































































































orld Poetry”, in The N
ew
 Republic  (N
ovem
ber 19, 1990), p.32.
６
Law
rence Venuti, The Translator’s Invisibility: A H


































ao’s poetry succeeds -  and som
etim
es it succeeds w





ithin the nationality of language and its borders, but by the envisagem
ents of im





also suggests this in her introduction. This is a possible solution to w
hat a w
orld poetry m
ight be, a w
ay of w
riting poetry that 
is essentially translatable.
　ここで指摘された現象は次回の研究ノートで検討する予定の芒克（マンク）の詩により顕著に現れているように思う。
⓭
ダムロッシュ、四三頁。
⓮

中国では、１９５３年に雑誌『譯文』 （茅盾が主編）が創刊され、１９５９年に『世界文学』と改名されて今に至る。筆者の知る限りでは、１９５０年代から１９６０年代にかけての十数年間、イデオロギー的立場から、ソビエトの文学の翻訳は大半を占めていたことは言うまでもないが、アジア・アフリカの文学（日本の文学を含めて）も盛んに翻訳掲載されていた。
⓯

つまりこれは、和歌を古典漢詩風に中国語訳する和歌漢訳とは次元の異なる文化的営為である。なぜかというと、後者は原詩と訳詩 両方を理解して初めてその翻 の面白さが分かるので、閉鎖的な文化サロンの専用物になっているからである。
⓰

池澤夏樹個人編集の『世界文学全集』 （河出書房新社）と沼野充義編集の『世界は文学でできている──対談で学ぶ︿世界文学﹀連続講義』 （光文社）が日本における世界文学構築の実践だと思う。
⓱
ダムロッシュ、一七頁。
